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1980年12月
第16回南極研究科学委員会(SCAR)
総会に出席 して
やっと南半球の早春を迎えたニュージーランドの リゾ
ー トタウンのクインズタウン,レイクランドホテルで開
催された.日 本の秋にみる異国での桜(ほ とんど八重)
をみることは,日 本人観光客の訪れの多いことよりも,
楽しいことであった。萌え出る新緑とパラつ く雨をバッ
クに10月13日から24日までSCAR総 会は開催された.
日本からの出席者 出席委員会等(1980年10月の日程)
永 田 武(代 表) 総会,代 表者会議(20～24)
村山 雅美 設 営W.G.(14～17)
楠 宏 総 会,　IAGP委(14～22),設営
W,G.,シ ン ポ ジ ウ ム
鳥居 鉄也 総 会,ロ ス海 シ ン ポ ジ ウム(16
～18)
松田 達郎 総 会,生 物W.G.(13～21),シ
ン ポ ジ ウ ム
各国からの出席者総数124名(夫人21名含む)
総会における主な検討事項及び決定された と とを 示
す.
(1)　SCARのメン':'一として加入を申請していた 東 ド
イツが正式に認められた.従 ってSCAR加 盟国は15か
国となった.本 総会のオブザーバーとして東ドイツから
1名,中華人民共和国から2名の科学者が参加した.
(2)　SCARの活動が単なる国際的な研究調整だけ で な
く,南極条約協議会議からの検討依頼,資源問題に対す
る調査等,そ の活動は複雑多様化したことにかんがみ,
SCARの憲章及び組織の改革が論議された,その必 要
性をみとめSCARの 規約の全面的な改革が行われ,組
織 としても現執行部のメンバーの他に,元 会長,副 会長
それぞれ1名 を追加,計5名 で対処することになった.
また,各 国代表も主席 と副の2名 を出すことになった.
ただし,投票権は各国1票 とする,
(3)世界気候研究計画(W.C.P.)へ貢献することをき
め,　SCARの中に新しく南極気候研究専門家グル ー プ
が設立された.楠 宏氏はそのメンバーになるとともに,
CCCOの海氷パネルの委員にSCARか ら指名された.
(4)南大洋生物生態系,資 源の研究(BIOMASS)計画
の活動をすすめるために,従来から出されているSCAR,
SCOR,　ICSU,　10C,　FAO等からの基金では10万ドル
不足するので,毎 年7,700Sを現在活発に研究を行ってい
る国が拠出することが 要請されている.各国ともSCAR
への分担金以外に約160万円を拠出しなければならない.
主 としてBIOMASS事務局 と出版物に使用される.
㈲ 南極の鉱物資源に関する諸問題を処理するために,
SCARとしては,今 までの南極鉱物資源探査開発 の環
境影響についての専門家グループ(EAMREA)を解散
し,新 しく南極鉱物探査開発環境複合専門家 グル ー プ
(AEIMEE)を発足させAEIMEEの任務,組 織が決め
られた.
(6}その他多くの勧告を出し,最終段階で副会長の選出
が行われ,ア ルゼンチンのR・　M.　Martinez　Abalが就任
した.次 の1982年第17回総会はソビエ トのレ;ングラー
ドで開かれることになった.1984年はチリ,1986年は西
ドイツ,1988年は南アフリカが招請をしている.なお,
日本において1982年5月頃にBIOMASS関係の研究集
会を開くことが了承されている,
この総会の終 りに,オ ース トラリヤの南極探険の先駆
者P・　G・　Law,　フランスの先 駆 者G-.　Laclavereに対
し,そのSCARへ の貢献を感謝して記念品が送られ,
夫々が挨拶を述べられ,第 一線の委員としての場から去
って行かれた.こ の総会のあちこちで,こ れからは若い
人たちに参加してもらわなくてはという声がしきりであ
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生物学作業委員会では,　BIOMASS関連の鳥類 生態
作業班による海鳥調査についての計画調整が行われ,ひ
きつづき鳥生物学小委員会では,バ ンディング計画等が
話合われた,自然保護小委員会で南極条約関 係 の問 題
を審議 したあと.生物学W.G.として6項 目の勧 告 を
SCARへ提出した.
設営作業委員会では,ま ず,南 極条約から検討を委託
された次の問題が設営並びにオペレーションの立場で話
合われた,鉱 物資源,海 洋生物資源,電 気通信の改善,
鉱物資料の収集,ヒ トの環境への影響,海 洋環境に対す
る油汚染,観 光客や私的遠征隊の取 り扱い,エ アバス問
題等についてSCAR総 会への勧告案がつ くられた.つ
いで設営にかかわる諸問題が各国から提議 され,新 砕氷
船,ホーバークラフト,マリサットなど我が国が当面する
設営問題 と設営技術にも興味がもたれた.議題ではない
が,各 国とも越冬隊員の生活には,基 地の拡大と仕事の
分化などに伴う悩みがあるようだ.そ の改善策として,
個室はできるだけ狭 く,寒 く,快適でなくして,個 室に
閉じこもることなくバーや食堂へ追い出せとは我が意を
得たものだった.
(筆者:村 山雅美次長,松 田達郎資料主幹)
IAGPへ の参 加
去 る10月13日か ら25日まで,ニ ェr－ジ ー ラ ン ドの ク イ
ンズ タ ウン に お け る 第16回SCAR総 会 中 に,　IAGP
(lnternational　Ant rctic　Glaciolegical　Project)の協
議 会議 が 開 か れ筆 者 が 出 席 した.　IAGPは南 極 氷床 国 際
共 同観 測 計 画 と訳 され て い るが,東 南 極 の 氷床 の 形 状 や
流 動.氷 床 の 歴 史,氷 床 と大 気 ・海 洋 との関 連 な ど を解
明す るた め,オ ース トラ リア,フ ラ ン ス,ソ 連,米 国,英
国 が 参 加 し1969年い ら い続 け られ て い る.協 議会(Co・
uncil)は参 加 国 か ら雪 氷研 究 者 と設 営 専 問 家(主 に 南 極
観 測 実 施 機 関 か ら派 遣)の 各1名(国 に よ っ ては 雪 氷研
究 者 の み)と 　SCAR代 表 とで 構 成 され て い る.協 議 会
は 南 極 や 雪 氷 の 国 際 集 会 の 折 に,ほ ぼ 毎 年 開 か れ て お
り,1974年か らは 我 が 国 もオ ブザ ーバ ー と して 参 加 して
きた.
日本 南 極 観 測 隊 に よ るエ ン ダ ビ ー ラ ン ドや み ず ほ 高 原
で の 雪 氷 研 究 は　IAGPの 協 議 会 に お い て も高 く評 価 さ
れ て きた.　IAGPの 調 査 地 域 は 東 経60度か ら160度 まで
の 南 緯80度か ら海 岸 線 に至 る問 で あ るが.日 本 隊 の 調 査
地 域 は オ ー ス トラ リア隊 な どの 調 査 地 域 に接 して い て,
東 南 極 氷 床 の 全 貌 を 捉 え るた め に は,機 械 的 に東 経60度
で 区分 す る こ とは 無 意 味 とな って きて お り,参 加 国 も上
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記5か 国のみで必要且つ充分とはいえな くなった。この
ような状況下にあって,　IAGP幹事より永田所長宛に我
が国の参加 の打 診が あ り,これを受 けて 我 が 国 の
IAGPに対する研究計画を作成し,同所長から参加希望
が伝えられた.日本案は予め各国に配布され て い た の
で,我 が国のIAGPへの参加は会議の冒頭に全員一致で
賛成をみた.即 ち.各国2名(日 本と英国のみ1名)の
代表が全員参加したためである.
会議の主な内容は,各 国の1979～80年夏期 の 活 動 報
告,1980～81年夏の共同観測計画,将 来 計 画(第2期
IAGP)であった.日 本の参加をみるなど,　IAGPも転
機を迎えてお り,このため今後10年の計画を立案するた
めに,次回(1981年9月,米国オハイオ州コロンバス,
第・踊 腰 綱 際シンポジ・・)には外部の専FI胤 ●
呼び学問上の評価 と実施計画にっいて充分に検討するこ
ととなった.
なお,我 が国の　IAGPに対する研究計画は第23次南
極観測以降の東クイーンモー ドランド研究計画中の雪氷
系計画を骨子とするもので,こ れはIAGPの目的にも合
致するものとして承認されたわけである.また,　IAGP
協議会への我が国の雪氷研究者側の代表として東晃教授
(北大工学部),南極観測実施機関の代表 として筆 者 が
これに当ることになっている,
(筆者:楠 宏研究主幹)
南極観測隊便り
一 策21次越冬隊の近況
第21次隊の最大の大仕事である人工地震探査は,隊 の
総力をあげて実施された.作 業はポーリング班 と観測機
器設置班 とに分かれて行われた.最 初に白石隊員をリー
ダーとする総勢5名 のボーリング班が10月16日に,ま
た,伊藤隊員以下5名 の機器設置班が20日にそれぞれ昭
和基地を出発した.
H231地点におけるボーリング孔は7日 間を要し,100
mの深度まで掘削された.ボ ーリング機械は毎年改良が
加えられてお り今回は非常にスムースに掘削 が行 わ れ
た.11月15日このボーリング孔に約1ト ン火薬を充填し
爆破を行い成功した.また,み ずほ基地では143mまで
掘 られて爆破が行われた.
このように今回の爆破実験は成功し,今後のデータの
解析により厚い氷床下の地下構造がどのように求められ
るかが期待 される.
もう一つの トピックスとして,皇帝ベンギンルッカリ
ーの発見がある.11月25日ピラタス機は,ブ リンスオラ
フ海岸梅干岩付近で約300羽からなる皇帝ペンギンのル
ッカ リーを発見した.こ のルッカ リーは,第8次 隊によ
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っ て その 存在 が 予想 され て い た も の で,今 回 の発 見 に よ
り{f:在≡が 確 証 され た,
昭 和,み ず ほ 両基 地 と も一 連 の 人]二地 震 探 査が 終 了 し
た た め,ホ ッ と ・息 つ い てい る とこ ろて.ある .昭 和 基 地
で は,隊 員の 約 半数 が 旅 千丁に 出 て い たた め ひ っそ りし て
い た が 、 日焼 け した隊 員 が帰 っ て くる と,「 ご くろ う さ
ん 」 の声 が 飛 びか い 久 々 に活 気 が よみ が え っ た.爆 破 実
験 の 後4人 の メ ンバ ー は,セ ル ロン ダ ー ネ 山 脈の 偵 察 飛
行 の 支援 な どを 日的 と して,や ま と山脈 に 向 け て11)i24
日出 発 した,地 質,気 水 圏の 観 測,限 石 探 査 な ど も行 わ
れ る 予定 で あ る.
J」寒地 に い る 隊Uは,第22次 隊 の受 け入 れ 準備 な ど を 始
め な けれ ば な らず,ま た す く忙 が しい 季節 とな る.第22
次 隊 は家 族 の 便 り等 を ど っ さ り持 っ て南 極 に 向 け て 出発
した ヒの 報告 を 聞 い て ホ ッ とす る と同時 に,残 り少 な い
日 々 を 有意 義 に し よ う と決意 を 新 た に して い る.
農 協で['!t.9月にか いわ り大 根2.6㎏,春 菊2509,10
月 にか いわ;)人映2.6kgもや し2kgの出 荷が あ った.
第22次観測隊の家族会開かる
南極 へ の 出港 をH前 に控 えた11月24日,第22次南 極 地
域 観 測 隊 家 族 会 が国 、ン:極地 研 究 所 講 堂 で 開 催 され た.
今iiile.t.　38家族,156名 とい うこれ まで.にない 多 数 の
参 加 があ り.盛 人 な家 族 会 とな っ た.
会1、詠 田所 長 の あ い さつ に 始 ま り,吉 田隊 長 の 話 し に
つ づ き.第22次 隊 の 行 動 予定,電 報 の打 ち 方 等留 守 中必
'要と思 わ れ る諸 連 絡 力:行われ た .
ま た,第22次 家}欠会 長 に::,占 田隊 長 夫 人 に お 願 い
し,留 守 中 の 連 絡 を とり合 うこ と と した.
最 後:こ記 録 映11111「ド い大陸 に 燃 え る男 た ちiを 上1映し
て 蕊 ミの う ちに"Y・tdif・1じt.こ,
第22次観測隊出発
路 南 極 に 向 け 出 港 した.
ふ じは 途 中 オ ー ス トラ リア の フ リー マ ン トル に寄 港,
12月下1りに 求縁 に着 き.来 年1月 止 句か ら2月1:句 まで
輸送 作 業 を は じめ,沿 岸 に お け る調 査,西 オ ン グ ル 島 に
お1ナる観 測 装 置 の 設 置,人 工地 震探 査 ,情 報 処 理 棟 の建
、没等 が 行 わ れ る,
ま た.同 隊 は これ まで 最大 規模 の34人掛越 冬 し,第2(1
次か ら3年 計画 で 千fわれ て い る地 学 及 び気 水 圏 観 測 の2
大IR点観 測 の ほか,み ず ほ基 地 で σ)高層 気 象 観 測,航 空
機 に よ る観 測 な どが 計 画 さて い る.
なお,ふ じは 現 在 越 冬中 の21次越 冬隊 員を 収 容 し たあ
.ヒ.斗ζ春4月20[1に帰 港 の 予 定 で あ る .
一 一南極OB会 開か る
今 年 度 の 南極OB会1よll月211118時よ り111蔵閂 の 東条
合爵'1にお い て.約140名 が 参 集 し.第22次 隊 員 の 歓送 会
を 液ね て 行 われ た.
当研 究 所 松 田主 幹 の 司 ≦ミに よ り会 は 和 や か に進 行 し,
会場 の 随 所 には 懐 か しい 顔 ぶ れ を囲 み 談 笑の 輪 が ひ ろが
った.初 期 の 観 測 隊 員の 占'豪の 面 々,出 港 を 控 え意 気 に
燃 え る22次隊 員 の 若 々 しい 顔,今 年 で22次を 数 え る南 極
観 測 の 年 輪 の深 さが 読 み とれ る よ うで あ った.
「'1之後 に,記録|]VUtki　「オ ー ロ ラ と太1;易腫Uを ト「映 し{慌会の
・)ちに 蘇 を 閉 じた .
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歓談す る1'働道 行,田 英夫両参議院議 員と永li|所長
第22次南極地域観測隊の出発にあた って
吉 田 栄 夫
第22次観 測 隊 も,極 地 研 究 所 の 方 々 を 始め 多 くの関 係
者 の 温 い 御 支 援 を得 ま して.順 調 に準 備 が進 み,1V]25
日の 晴 海 出 港 を迎 え る こ と とな り,ま こ とに感 謝 に耐 え
ない 次 第 で ご ざ い ます.誌 上を 借 りま し て,ま ず 皆 様 方
に御 礼 を!申し.L;ずま一).
22次隊}.t,夏隣10名.越 冬隊34名 とこ れ ま で の うちで
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最も多くの越冬隊をかかえる隊となりました.2年 前に
スター トした気水圏及び地学の3か 年計画の最終年度に
当たってお り,最初の年と仕上げの年に大任を仰せ付か
りました私 としましては,改めてその重責に身の引締る
思いが致します.
重点項1」の..一.一つ気力(圏観測では.今 回はみずほ基地に
おける地上気象観測,境 界層の熱収支観測,高 層気象や
音波レーダーによる観測などを引き継 ぐほか,と くにみ
ずほ高原 上を雪上車で トラバースし,広域にわたる大気
と氷床の柳':作川についての観測を実施することが,中
心課題 となります.み ずほ基地の南東400㎞の標高3,000
mを越える地点,北 東170kmの地点,や まと山脈などに
至 り,10mσ)観測塔をたて,熱収支,高 層気象観測,カ
イッ_ンやバルーン観測,地表付近の風の構造観測,降
蛍や積雪層の観測を行 うので,雪 上車の活躍が一つの鍵
となりましょう.このほか,各所に設置されている無人
観測点の維持も1蓑要な気水圏隊員の任務です.
地学調査では,ま ず夏期間,21次隊が中心となって,
人工地震探査の仕上げとして,見 返 り台からみずほ基地
の問に設置した25台の地震計を用い.オ ングル海峡で爆
破を行 って,地 殻構造の探査を行います.ま た,沿 岸の
露岩地域のうち未調査あるいは調査の完了 していないあ
けぼの是},天文台岩,新 南岩などの地質 ・地形調査を実
施します.こ のうち新南岩は,昭和基地周辺での夏のオ
ペレーションが終 「したあと,調査される予定です.昭
和基地周辺では,岩 盤に埋設された温度差計及び海底堆
積物中に入れる温度差計での地殻熱流量測定,埋 設型及
び水管理による傾斜測定が行われます.重 力測定 も沿岸
や内陸の各地で行う予定です.
主要な観測の.一・つは,リ ュツォ・ホルム湾内の海底地
形,海 底地質の調査で,音 響測深機やスパーカー,コ ァ
採取装置,海 底カメラなどが使用され,こ れ と関連して
海水温や水質,海 流などの海況が測定されます.将 来の
輸送手段開発の一一つ として持込まれる小型ホーバークラ
フトの試作艇の活躍も期待されます.ま た,や まと山脈
＼ノ ノ、邊,
芸.
?
?
?
?
1!
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への地学 トラバースを行い,明 石探査や地形調査,重 力
測定等を行 う予定です.
21次隊から引き継 ぐピラタスボ一夕ー機も,夏の測地
隊員によるブリンスオラフ沿岸ややまと山脈の空撮のほ
か,航空磁気測定,マ ルチバンドカメラ撮影,電 波氷厚
測定,雪面温度観測,あ るいは トラバースの支援,来 状
偵察などに従事する予定です.た だ夏の昭和基地周辺の
海氷が滑走路として,夏期間の航空機の充分な運航を許
すか否かが一・つの問題で,慎重な運航を心掛けるつもり
でおります.
以 上の重点項目のほか,越 冬観測 として,気象,電 離
層,極 光 ・夜光,自然地震,潮 汐の定常観測を例年どお
り引き継ぎます.21次隊から発足した気象,自然地震の
自動観測化をさらに軌道に乗せることが要請されていま
す.
研究観測では,密生系,環境科学系の観測が行われま
す.出 生系では,過密,電 波雑音の多い昭和基地内を避
けて画才ングル島西端に,セ ンサー類をかなり移設し,
テレメトリーによる送信を行 う予定です.こ のため,['しi
ナングル島に16kVA発電機,バ ッテリー小屋,観 測器
小屋,パ ラボラアンテナ類等からなる観測 ・送信ノ1ζ地が
夏期間に建設 され,昭 和基地側の受信局建設,後 述の電
算機導入に伴うデータ集録方式の一・新 と併せ,将 米を見
据えての新しい観測時期へのスター トを担 うことになり
ます.
環境科学系では,従 来からの環境モニタリングとして
CO2やNOxの連続測定,土壌藻類,湖沼水の化'/'i:成分,
土壌菌類等の測定が行われるほか,今 回{よ南極の氷雪や
海水,海 や湖沼の堆積物,動 物の体等の中にたまった.
有機塩素化合物や重金属の測定が行われます,最 も汚染
の少い南極の資料が極めて乏しいので,今 後の全地球的
規模でのモニタリングで,重 要な地位を占める観測の端
緒 として期待されます.ま た,大 気中や氷雪,湖 沼堆積
物中の花粉分析も行 う予定で,樹 木のない南極で他大陸
から飛来する花粉組成の現況と,その歴史的変遷が辿ら
れる筈です.隊 員の生理 ・心理の状態も調べられる予定
で,す でに全員が或る種の心理テス トを受けました.
夏期観測では,測 地 ・地学のほか,　BIOMASS　、ilhbli]
の一一・環として,定 着氷域の海洋環境,生 態系の調査が行
われますが,こ の中で,本格的なスキューバダイビング
への試みとして,昭和基地付近及びふ じ船側でのグイビ
ングによる生物調査が実施されます.水[.卜無線機も用意
し,安全に万全を期 してお ります.船 上の海 洋観 測,
BIOMASS関連の生物調査の停船観測は,ふ じの巡航速
力が落ちているため,往路では実施できませんが,帰路
にある程度密な停船観測が行えるよう計画しました,氷
状が許せば,新 南岩の地学調査期間を利用して,従 来ほ
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とん ど観測の行われていないブリンスオラフ海岸沖の,
大陸棚から大陸斜面にかけての生物 ・海洋観測を行 う予
定です,ま た,この間に,昨 シーズン,マ ラジ ョージナ
や基地に設置された,日 ソ共同による超高層観測のため
の機器の点検,観 測記録の回収 と1981年中の観測用消耗
品の補給が,ヘ リコプターで行われることにな りましよ
う.
以上のような観測計画を支える設営面では,20次,21
次の2シ ーズンをかけて建設 した夏期隊員宿舎の内装を
完成し,直ちに使用できるようにすること,情報処理棟
を建て,電 子計算機を設置す ること,一辺120m高さ⑳
mほ どの受信用ロンビックアンテナを東オングル島最高
点の蜂の巣山付近に建設すること,試験的に運用する海
事衛星通信施設を,カ ブース楡に設置すること等が.夏
期の主要な建設作業にな ります.コ ンピューターシステ
ムを組上げ,デ ータ集録装置を整えることは,越 冬態勢
に入ってからとなることでしょう.このほか,発 電機の
整備や排気熱交換機の交換.車 葡の組立などが例年のと
お り行われ,ま た,越 冬中には,　nokVA発電機2基 の
うち1基のエンジンを交換し,125kVAにパワpア ップ
する作業が実施されることになっています.
以上のように,22次隊は気水圏 ・地学重点3か 年計画
の仕上げと同時に,次 のステップの土台の一端を築 く任
務を負ってお ります.こ れまでの諸先輩の経 験 を生 か
し,新たな工夫 と努力を尽して,これらの任務を達成す
べ く隊員一同頑張るっもりでお ります.皆 様方の一層の
御指導 と御支援をお願い申し上げます.
(筆者:国立極地研究所教授
第22次南極地域観測隊隊長)
南極ホーバークラフ トの紹介
実験用南極ホPバ ークラフト試作艇が第22次隊により
搬入された.こ のホPバ ークラフトは南極地域観測事業
における人 ・物資の輸送あるいは交通手段としての有用
性,適 応性及び運用に関し極地の実際条件下で試験,調
査し実用ホーバークラフト建造のための技術データを得
ることを目的とし,昭和53年度及び54年度の研究開発費
により試作されたものである.試作に当って本艇は"ふ
じ"昭和基地聞及び沿岸地域の海氷上で使用するものと
し,最低気温一20'C,最大風速10m/s,平坦な氷雪原,
常用速度30㎞lh以下を運航条件 とした.こ のホーパーク.
ラフトは艇全周に深さ約60㎝のフレキシブルスカートを
持つプレナムチャンバ一型で,艇 の主構造部は船首,操
縦室,前 部機関室及び後部機関室の4区 画に高さ60㎝ま
での水密隔壁で分割されており,いずれの1区 画に浸水
しても充分な予備浮量を有する構造である.
艇前部の操縦室区画には操縦士1名 乗員2名 の固定座
席を備え,操縦室後部には観測用の荷物を搭載するスペ
ースが設けてある.機関室には前部に主機 関,減 速 装
置,後 部に補助推進機関が配置されてお り機関室側部両
舷には浮上及び推進用の遠心式墨型プアンとスクロール
及び推進ダクトが配置されている.後部機関室キャノピ
ー頂部には補助推進用のプロペラ,機関室後 部 に ラダ
ー,パ フポートが備えられている.
次に主要諸元を示す.
全 長(ス カー ト膨脹時)
全 幅(ス カー ト膨脹時)
全 高(浮 上 時)
スカ ー ト深 さ
全 備 重 量
載 貨 重 量
地 面 圧 力(ク ッシ ョン圧力)
主 機 関
補助推進機関
浮上 及びエアジ ェッ トプアン
空 中 プ ロ ペ ラ
速 力(氷 上 無 風)
(氷上7.5m/s逆風)約30kn/h以上
登 坂 角 約3度
8.lm
4.8m
3.5m
O.6m
約2.8Fン
0.6トン
130kg/if
=ッ サ ン マ リ ー ンGA
1351基
1,9900Cガソ リン エ ン
ジ ン
120PSx5.000rpm
フ ォル クス ワ ー ゲ ン
VW126A2基
1.584ccガソ リン 二二ン
ジ ン
44PSx3,600rpm
遠 心 式 工 ロホ イ ル フ ァ ン
2基
13翼 ア ル ミ合 金製
ホ7マ ン固 定 ピ ッチ式
2基
2翼 　 L33mDIA
木 製
約55㎞/h以 上
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南極地域において期待されるホーバークラフトの特性
は水陸両用性のため結氷期,解 氷期のいずれでも運航で
きる.接地圧力が小さいため雪上車などの運航不可能な
地域でも安全に運航できる,ヘ リコプターなどに較べて
悪天候rドの運航が可能であ り,天候の急変にも対処でき
る,雪 上車などに比べて高速である.デ ッキ面積及び積
載重量を大 きくすることができるため大型物資の輸送が
可能である,な どが挙げられる.
近 く就航が予定 されている新観測船によっても,船か
ら基地又は大陸への大型物資の輸送にきめ手 が な い今
日,このホーバークラフ トの実験成果が注Uさ れ てい
る,
第23次観測隊の隊長副隊長決まる
南極地域観測統合推進本部総会が11月22日(土),半蔵
門の東条会館で開催 され,来 年秋出発予定の第23次観測
隊の隊長 ・副隊長を決定,同 日発表された.
隊 長(兼 越冬隊長)
ほし あい たか お
星 合 孝 男
昭和5年11月7E|生
(50才)
国立極地研究所教授
専門分野:海 洋生態学
極地歴;第7次 夏,第8次,
第11次,第16次越冬(隊長),
その他米国基地,英 国基地
副隊長(夏 隊)
まあ しん じ
前 管 爾
[]{{和ll4年8月8日生
(41才)
国立極地研究所助教授
専門分野:雪 氷物理学
極地歴:第20次越冬
日本 一 ス ウ ェーデ ン国際共 同
バ ルー ン実 験
江 尻 全 機
かねてより,日本でも北極圏のオーロラ帯て.飛翔体に
よる超高層の研究をしようという議論がイ∫り,数年前よ
り具体的な話し合いがn本 とスウェーデン両国の科学者
の間で進められていた.極域の研究 ということで,日本
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で は 国 立 極 地 研究 所 が 中心 に な って 計 画 が 立 て られ た.
今 年度 は,こ の プ ロジ ェク トの 館.一年 目 と して,ス ウ
ェ ーデ ンの 北 部 に あ るエ ス レ ンジ とい うロ ケ ッ ト ・バ ル
ー ン打 ちLげ 基 地 に お い て,日 本 のB5型(5000㎡)のバ
ル ー ン ・2機 を 用 い て,オ ー ロ ラ帯 で のVLF(低 周 波)
波 動,X線,そ して オ ゾ ンの 観 測 を す る こ と とな った.
準 備 は 今 年4月 よ り現 地 との 打 ち 合 せ 確 認 よ り 始 ま
り,搭 載 機 器 の 製 作,バ ル ー ン本 体 の 準 備 及 び 同 時 地 上
観 測 をす る脈 動 とVLF受 信機 の 製 作 と慌 しいU々 を 過
して い る うち,何 時 の 間 に か 夏 に な って しま った.今 回
の キ ャン ペ ー ンの 目的 は2つ あ った.ま ず 第1は,前 述
の 如 く,オ ー ロ ラ活 動 に 伴 うオ ー ロ ラ粒 子 に起 因 す る と
考 え られ るVLF波 動(コ ・ 'ラス や ヒス)とX線 及 び 高
緯度 の オ ゾ ン量 を測 定 し,そ れ ら 相 互間 の関 係 を 明 らか
にす る こ とで あ る.も う一 つ の 目的 は,今 回 の 実 験 が 日
本 のバ ル ー ン を海 外 で打 ち上 げ る 最初 で あ り,そ の 技 術
を確 立 し て くる こ とで あ った.さ らに,将 来 の 計 画 に つ
い て ス カ ン ジ ナ ビア諸 国の 各 研 究 所 及 び関 係 機 関 と話 し
合 い を して くる こ と も:重要 な任 務 と して 与 え られ た.
8月24[/1,私は 鮎 川1・tと二 人 で,全 て の 準 備 及 び荷物
の 発 送 も終 っ てほ っ と した 気 持 で 成 田空 港 よ り一一・路 最 初
の 宿 泊 地 で あ る ス ト ックホ ル ムへ 向け て 飛 び立 った.ス
ト ックホ ル ム へ は 翌 朝着 きす ぐに:|1立工 業 院(Royal
Institute　of　Technology)のFtilthammar教授 を 訪 問す
る こ とに な って い た.空 の 旅 は 快 適 で あ った が,ア ラス
カの ア ン カ レ ッジ で エ ンジ ン故 障 の 為8時 間 も待 た され
て しま って,ス トッ クホ ル ム へ着 い た時 は も う夕 方 に近
か った.す ぐ電 話 をす る とFalthammar教授 は!11で私 達
の ホ テ ル ま で迎 え に 来て くれ,研 究 室 へ 案 内 して くれ た.
この 研 究 室 には 私 も 以前 滞 在 し た こ とが あ り,また,昨年
亡 くな られ た この 研 究 室 のFahleson教授 は 私 の 無 二 の
親 友 で もあ り,亡 くな られ る前 々 日,最 後 の 東 京 の 夜 を
Falthammar教授 も加 え3人 で 盃 を 傾 け た こ とな ど色 々
思 い 出 され た.こ の 研 究 室 は 飛翔 体 に よ る実 験 で は電 場
の 測定 を して い る所 で,　GEOS衛 星 の こ と,ロ ケ ッ ト実
験 及 び 将 来 のVIKING衛 星 計 画 な ど話 し合 い,私 達 の
今 回 の実 験及 び 将 来 副'画な ど も議 論 した.彼 は非 常 に積
極 的 で,南 極 昭 和 基地 で の実 験 に も参 加 した い とい った
意 気 込 み であ っ た.夕 食 は彼 の招 待 で,夕 景 色 の 美 し く
映 え る 波1ヒ場 の 見 え る レ ス トラ ンて旅 の 疲 れ を い や し
た,
翌 日は小 雨降 る 中,ス ト ックホ ル ム よ り飛 行 機 で キ ル
ナ空 港 へ,そ こか ら車 で45分で エ ス レ ン ジへ 着 い た.私
達 の 宿 泊 は,基 地 の 中 の 主 ビル デ ィ ン グの3階 の..・室 が
割 り当 て られ た.1階 が 主 に オ フ ィ スで,2階 に は テ レ
メ ー タ受 信 室 が あ り,デ ー タ取 得 は そ の 隣 りの 室 で 行 わ
れ る.食 堂 や 休 憩室,地 下 に は サ ウナ まで有 り,住 み心
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地はとてもよい.こ の地は北極圏内に属 しているが背の
低い林が一面に続 く低い丘陵地帯で緑がとても美しく目
を休ませてくれた.
このレンジは主に3つ の場所からなり,主 ビルディン
グの他4キ ロメー ト程離れたレーダーとロケットのラン
チャーが並んでいるロンチング ・パドがある.私達の荷
物は既に着いており,ロンチング ・パドにある大 きな一
室が準備室 として当てられ,同 じ建物内にある休憩室が
自炊の場 となった,私達の最初の仕事は,荷物の開梱 と
機器の点検,並 行 して,レ ンジのスタッフとの打ち合せ
を行った.今回は出発前に打ち上げ手順まで含んだミッ
ション ・プランを作っていったので,そ れを基に打ち合
せば非常に円滑に進んだと思 う.主な変更といえば,バ
ルーンのフライ ト・トレインの構成でVLFア ンテナを
ゴンドラの上から下に変えただけで.そ の他の計画は,
そのまま双方とも合意が得られた.機 器の作動もほとん
ど正常で準備は全て順調に進められた,
打ち上げは9月8日 からの一週間 と前もって決められ
ていた.そ の短い期間に2機 のバルーンを打ち上げなけ
ればならない."短 い"と 言うのは,そ の間に うまくオ
ーロラ活動が現われるかどうかは護れにも予測できない
相手は自然現象であ り,さらにこの季節の天気は非常に
変わ り易 く,ほとんど1日毎に変化し,雨の多い季節で
もある.まわ りの灌木の色は来た当時は濃い緑であった
のが,二 週間もすると一面黄色に染まっていた.9月 に
入ってす ぐ,朝,車 の窓ガラスが凍って,気 温は零下を
記録した.
丁度私達が滞在していた頃,ド イツ,ア メリカ,ソ連
等が中心となって10月に始まるロケットとバルーンのキ
ャンペーンの為大勢のドイツ人やアメリカ人,ソ 連人の
エンジニアが同時に働いていた.彼 らの実験はとても大
きい規模でロケット・バルーン合せて40機程を2～3週
間で打ち上げて,集 中的にオーロラ帯での電離層及び中
間圏のエネルギー収支のメカニズムを解明しようという
ものである.私達が彼等の規模の大きさに驚いていたの
と同じく,彼等も私達の仕事を見ていて驚いていた.と
いうのは,私1人 という人間が,あ る時は学者であ り,
また,あ る時は工学者であり,技術者であり,土木工事
をする人夫であったからで,日本では至極当然のことで
あるが,彼 らのプロジェクトの科学者は,準 備期間に,
それらがうまく進行 しているかどうか2～3日 監視と打
ち合せに来ただけであった,
準備期間中暇をみてキルナにあるキルナ地球物理研究
所　(Kiruna　Geophysical　lnstitute)を訪ね,　Hultqvist
博士と今回の実験や将来計画等を議論した.ま た,キ ル
ナ ・ロータリークラブにも招待 され,極 地研究所の紹介
をした.
9月7日(日),翌 日からの打ち上げ準備も終 り,夜
になってのんびりと地上観測のデータを見ていると地磁
気が少 し荒れだし始めた.南 極で幾度か越冬経験のある
鮎川君が,今 日はオーロラが見えると言ったので.屋 上
にあるドームに昇ってみると,南方に白い萎みたいな帯
が見えていた.あた りは真暗で月もなく北極圏の星空は
あ くまでも透き徹っていた.し ばらくするうち,オ ーロ
ラは全天に広が り.時々刻々2時間あまり色々の形のオ
ーロラが出ては消え,また,美 しく全天を駆け巡った.
片私はオーロラ粒子の磁気圏での運動のモデル計算をし
たことがあるが,オ ーロラを自分の眼で実際に見るのは
初めてで,あ まりの複雑さに,こ れをシミュレーシ ョン
するのはかなり難題であると素直に自分の非力を悟らさ
れた.
翌朝は前日と打って変わって雨,火 曜日も雨で打ち上
げは延期となった.水 曜 日は晴れたが風が少々強く午後
まで決定を持ち越したが,打 ち上げはあと木曜と金曜2
日しかないとい うことで.午 後4時 決行を決意した.午
後5時44分風も止み,き れいに晴れ上った夕空に,全長
80メー トルのバルーンは放球された.晴 天の 青 空 の 中
へ,ゆ っくりとバルーンが上昇してゆく様は,何 ともい
えない美しさであった.地 磁気はまったく変化のない静
穏時の状態を示していた.搭 載機器は,全 飛翔時間にわ
たって全て正常,気 球はスウェーデンとフィンランドの
丁度国境にある村落に落下した.(こ の結果1号 機は村
人によって回収 された.)翌日は晴れ時々曇 り地上風少し
強 く,2号機打ち上げが危ぶまれたが,も し今日中止し
て明日雨が降れば打ち上げの機会はもうないということ
もあって強行す ることとした.唯 し,地磁気の現われる
気配は全くなかったが,な るべく真夜中まで飛翔させよ
うとい うことで夜の打ち上げとなった.放 球は午後7時
18分,うす明るい上空にバルーンが吸い込まれるように
消えていった.バ ルーンはフィンランド領へ少し入った
所に午後11時45分落下した.こ れでこの ミッションは完
遂された.真 夜中過ぎ,小 さなオーロラが現われた.
9月15日,地上観測を続行する鮎川君を1人 残して,
レンジの所長の車で,楽 しかったエスレンジを 後 に し
た.ヘ ルガー所長が,私 達のキャンペーンは終ったが,
鮎川君が帰るまでは,日 章旗とスウェーデンの国旗はつ
っと掲げてお くと言ってくれた.飛 行場へ 行 く途 中,
EISCATを訪門.ま た,　Hultqvist　博士にも挨拶の為
KGIに寄った.キ ルナの町で一番の レストランで所長
と会食をしながら色々の話しをしたが,所 長が今回の成
功の第1の 原因が,単 に良 く計画され準備されていたこ
とだけではなく,私達がスタッフと非常に友好的に仕事
を進めてきたことにあると言って,これまでで一番良か
ったキャンペーンであると感謝されたのが私にとっても
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非 常 に 嬉 しか った,キ ル ナ か らセ ス ナ機 で 一 路 トロム ゾ
へ 向 け て飛 び立 った.
9月20日に コペ ンハ ーゲ ンを 出 発 す るま で の 間,ノ ル
ウ=一 で は ア ンデ ネス に あ る　Andφya　recket　range,
オ ス ロ ーのNTNFR(Royal　Nonwegian　Council　for
Scientific　and　lndustrial　Research),ベル ゲ ンに あ るベ
ル ゲ ン大 学,デ ン マ ー クの リン グ ピ イ にあ るデ ン マ ー ク
工 科 大 学 及 びDanish　Space　Research　Institute　を 訪
問,将 来 計 画 の 話 い 合 い を して きた.詳 しい 話 しは 省 略
す るが,ス カ ン ジ ナ ビ ア諸 国 は 、こ こ2～3年 はVIKING
衛 星 で 非 常 に 忙 しい こ と と,バ ル ー ン実 験 グル ー プは 昨
年 スバ ル モ79とい うキ ャ ンペ ー ンで39機の バ ル ー ンを 打
ち 上 げ て お り,そ の 整 理 解 析 で少 な くと も来 年 私 達 の ミ
ッシ ョンへ 参 加 す る余 力 は 無 い と私 には 感 じられ たが,
南 極 昭 和 基 地 と北 極圏 で の 同時 観 測 とい う点 にっ いて は
皆 非 常 に興 味 を示 して い た.
振 り返 って,今 回 は,小 さ なキ ャ ンペ ー ンで あ った が,
非 常 に 多 くの 人 々 の御 協 力 に よ って 初 期 の 目的 を達 す る
こ とが で きた こ とを 私 自身 誇 りに 思 う と同 時 に,関 係 し
て 下 さ っ た皆 様 へ 感 謝 を致 します.　Tack　sa　mycket,
(筆者:デ ー タ解 析 資 料 部 門 助 教授)
北極海域におけるプランク トンの研究
福 地 光 男
昭 和55年8月12日 か ら11月11日の 間,米 国 ア ラ ス カ州
フ=ア バ ン ク ス に あ る ア ラ ス カ大 学 海 洋 研 究 所(In-
stitute　ot　Marine　Science,　University　of　Alaska)　(以
下 「ア大 海 洋 研 」 と略 す)で 標 題 の 研 究 を 行 った.今 回
は 極 地 研 ニ ュー ス38号に 星 合 教授 が 記 して い る よ うに,
極 地 研 生 物 グル ー プ と ア大 海 洋 研 との 共 同 研 究 の 前 段 階
乏 して 招 聰 され た もの で あ る.
ア 大 海 洋研 は 環境 科 学 学 部 　(C。llege　ofEnviron・
皿ental　Sciences)の中 に あ る海 洋 科学 学 科(Divisi。n　of
Marine　Sciences)　に属 し て お り,1960年に 設 立 さ れ
た.海 洋物 理 学,化 学,地 質 学,生 物 学 の分 野 にわ た る
⑳ 数名 の 研 究 者 に よ り構 成 され て お り.ア ラ ス カ州 を と
り ま く海 氷 域,海 氷 縁 辺 域,さ ら に ベ ー リン グ 海 を 含む
外 洋 域 につ い て も総 合 的 な海 洋研 究 が進 め ら れ て い る.
と りわ け,1976年か ら6年 計 画 で ア大 海 洋 研 を 中 心 に
行 わ れ て い る　PROBES計 画(Processes　andResources
of　the　Bering　Sea　She|{)では ベ ー リン グ海 の海 洋過 程
及 び 生 物生 産 過 程 を 明 らか に しつ つ 生態 系 の 構 造 と機 能
の モ デ リン グを 目指 して い る.こ の 計 画 は 米 国NSF
(National　Science　Foundation)のDivision　of　Polar
Programsに基 き,ア 大 海 洋 研 の 他 に フ ロ リ ダ 州 立 大
学,ワ シ ン トン大 学,ブ ル ックヘ ブ ン 国立 研 究 所 等 に ょ
り組 織 され,L海 流,水 塊 構 造 及 び海 象,2.栄 養 塩
類 及 び有 機 炭 素 動 態,3.基 礎 生 産 及 び植 物 プ ラ ン ク ト
ン分 布 生 態,4.動 物 プ ラ ン ク トン及 び ス ケ トウダ ラ幼
稚 仔 魚 の 時 空 間 分 布 生 態,5,生 態 系 解 析,6.計 画 の
管 理,運 営 等 の 研 究 分 野 を含 む 諸 学 相 互 間 の 協同 研 究 で
あ る.こ の 計 画 の 中 で は,べ ー リン グ海 に多 量 に 分 布 す
る ス ケ トウ ダ ラ　(Alaska　pollackあるい はwalleye　po!-
1。ck,学名Theragrαchnlcegramrm　PALLAS)に焦
点 を 当 て,海 洋 生 態 系 の 物 質 と エ ネル ギ ーの 輸 送 を 明 ら
か に しっ っ あ る.ま た,動 物 プ ラ ン ク トン の か い あ し類
や オ キ ア ミ類 が ス ケ トウ ダ ラの 重 要 な 餌 生 物 を構 成 し て
い る こ とか ら,両 プ ラ ン ク トン類 の 再 生 産 機 構,エ ネ ル
ギ ー要 求 量,擬 餌 生 態 等 が 研 究 され て い る.
現 在,極 地 研 生 物 グル ー プで は 南 極 海 のBIOMASS
計 画(極 地 研 ニ ュー ス29号参 照)と 密 接 に関 連 した 研 究
を 進 め て お り,南 北 両 極 海 域 の 生 態 系 を 比 較 す る うえ で
PROBES計 画 は 格 好 な計 画 と言 え る.こ の よ うなわ け
で,ア 大 海 洋研 滞 在 中 は べ ー リン グ海 の オ キ ア ミ類 サ ン
プ ル をみ て,発 達 段階 に よ る 日周 垂 直 移 動 等 を調 べ た,
ま た,ア 大 海 洋研 セ ミナ ーに て,私 の 学 生 時 代 の 仕 事 で
は あ るが　"Sorne　aspects　ofbioenergetics　o 　walleyc
pollock　atearly　life　stages"　の タ イ トル で ス ケ トウ ダ
ラ卵 稚仔 の 研 究 発 表 を 行 った.さ らに.10月1日 か ら10
月19日の 間,ア 大 海 洋 研 所 属 研 究 船　Alpha　Helix　(全
長145フィー ト,約300トン)に 乗 船 し,べ ー リン グ海 へ
のPROBES航 海 こ参 加 した.調 査海 域 は 東 部 べ ー リン
グ海,北 緯55～58度,西 経161～168度で あ った.こ の航
海 には ア大 海 洋研 の 研 究 者の 他 に,フ ロ リダ州 立 大 学 や
カ リフ ォル ニ ア大 学 か ら も研 究 者 が乗 船 し,諸 学 相 互 の
研 究 観 測 が 行 わ れ た.今 航 海 で私 は オ キ ア ミ類及 び ス ケ
トウ ダ ラ稚 魚 の 分 布 にっ い て担 当 した.10月 の ペ ー リ ン
グ海 は ま さ し く低 気 圧 の 銀座 通 りで,シ ケ の 連 続 で あ
り.2回 程 低 気 圧 を避 け て緊 急 入港 とい うこ と も あ っ
た.そ れ で も 計画 観 測 を完 了 す る こ とが で き たの は,研
究 者 や乗 組 員 の熱 心 さ ば か りで な く,余 裕 あ る航 海 計 画
の 立案 方法 及 びそ の実 行 方法 に あ る と思 わ れ る.船 上 で
は 小 型 卓上 コン ピ ュー タ ーを 用 い,各 観 測 項 目の デ ー タ
処 理 を直 ち に行 い,相 互 にっ き 合 わせ る研 究 観 測 方法 に
は 学 ぶ べ き点 が 多 か った.
PROBES計 画関 連以 外 の も う1つ の 仕 事 は,我 々 が
これ まで 行 っ て きた 南 極 海 域 で の研 究 と北 極 海 域 との 比
較 で あ った,ま ず,ア 大 海 洋 研 セ ミナ ・ 'にて"Recent
Japanese　activities　in　Antarctic　marine　cology"のタ
イ トルで 南 極 海 域 で の成 果 を発 表 し,同 時 に 貴 重 な 意
見,情 報 の 交換 を行 った.さ ら に,北 極域 に て実 際 の 観
測 を行 うた め,　ll月5日 ブ ッシ ュ パ イ ロ ッ トを起 源 とす
る ウ ィ ー ン ・エ アー 航空 に て 北 極 海 に 面 す る プル ドー湾
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へ出かけた.し かし,来 る日も来る日も悪天候に見舞わ
れ,キ ャンプ内待機であった.11月9日,やっと天候が
回復しベル204型ヘ リコプターにて,キ ャンプ地より約
25マイル離れた海氷上に出かけることができた.こ こで
は,極 地研で開発した海氷下プランクトン採集器を用い
て観測を行 った.こ の採集器はすでに夏季南極海氷域,
冬季北海道サロマ湖でテス ト済であったが,初 冬季の北
極海氷域でも有効であり,貴重なプランクトンサンプル
を得ることができた.そ の他に　ice　algae　(極地研=ユ
ース27号極地豆事典参照)を 見つけるため海氷コアの採
集を行った.こ れらのサンプルはいずれも持ち帰 ってお
り,今後検鏡が楽しみである.
今回の研究期間を通じて,数 多くの貴重な経験を得る
ことができた.と りわけ,ア 大海洋研での研究体制や研
究の進め方を目の当 りに見ることができたことは,今 後
の共同研究を考えるうえでおおいに参考となった.
文末ではあるが今回の招聴にあた り,ま た,フ ェア
バンクス滞在中,大 変お世話になったア大海 洋 研 所 長
Vera　Alexander博士へ感謝の意を表したい,
(筆者:生理生態学研究部門助手)
シンポジウム報告
第4回 南極生物シンポジウム
昭和55年9月18,19の両日,研究所講堂において,第
4回南極生物シンポジウムが開催された.第1日 目に
は,　BIOMASS計画に関連して1979～80年夏期に実施さ
れた調査の成果並びに関連研究の結果が報告され.第2
日目には,昭 和基地周辺で行われている環境監視の結果
の発表と討論とがなされた.
本年は,　BIOMASS計画における,第1回 の多数研究
船による生物調査の年に当ってお り,ふ じのほかに,海
鷹丸(東 京水産大学),開洋丸(水 産庁),吉野丸(海 洋
水産資源開発センター唐船)が 南極海で調査を行 うこと
もあって,極 めて盛会であった.ま た,第2日には,地味
な環境監視の問題がとり上げられたにもかかわらず,調
査の結果,環 境監視のあ り方について活発な論議がなさ
れた.継 続的な定常観測とともに,そ の基礎となる巾広
い研究的な観測を実施することの重要性が強調された.
発表された報告は.南極資料に掲載される予定である.
プ ロ グ ラ ム
1南 極沿岸海域の生物
1.　Ice　biota形成期の日射量 星合孝男(極地研)
2.南極の海氷中にみられた中心珪藻類について
渡辺研太郎(極 地研)
3,海氷中の鞭毛藻類 高橋永治(神 戸大 ・理)
4.昭和基地周辺の海氷下プランク トンの分布
ユ ー ス40
谷村 篤.福 地光男(極 地研)
5.昭和基地周辺海域の具類
堀越増興(東 大 ・海洋研)
6.ロス海の底魚,特 にコオ リウ才智魚類について
阿部宗明(東大 ・総合資料館)
岩見哲夫(筑 波大 ・生物)
ll　沖合海洋生態系
7.開洋丸による海洋物理観測 一主として流動一
小牧勇蔵(遠 水研)永 延幹男(東 大 ・海洋研)
8.開洋丸による海洋化学観測
福井 深(清 水市公害課)
9.開洋丸によるクロロフィル分布調査
山県健二(東 海大 ・海洋)
10,開洋丸によるオキアミ調査
一特にオキアミの鉛直分布について一
久保田勝彦(開 洋丸航海士)
11.　Euphau　superbaの船内飼育で得られた知見
菊野 秩(北 大 ・水産)
12.オキアミの摂餌 と呼吸
瀬川 進,加 藤光雄,村 野正昭(東 水大)
13.南極海におけるオキアミ漁場 とパ ッチの形成
中村 悟 ・高橋正憲(水 産資源開発センター)
14,オキ ア ミ類 の 群 集 団(Swarm)
根 本 敬 久,丸 石 君 江,白 井 貴 子(東 大 ・海 洋 研)
15.海鳥 類 の 目視 観 測 一79～80年シ ーズ ンー
中 村 一 郎(神 奈 川 県 立 博)
大 山 佳 邦,内 藤 靖 彦(極 地 研)
　16.　Some　aspects　ofthe　administration　nd　rgan.
屹ation　of　the　N.　Z.　Antarctic　Resarch　Pro.
　 　 　gramme,with　a　mention　of　some　recent　high.
　 　 lights.　」.　A,　Bartle　(Natl.　Museum,　N,　Z.)
m南 極 環 境 監視 に関 す る諸 問 題
17.南極 に おけ る環 境 監 視 に つ い て
松 田達 郎(極 地 研)
18.昭和 基 地 周 辺 の 土 壌 細 菌
一 特 に人 為汚 染 を中 心 に して 一
合 田 朗(北 里大 ・衛 生)
19.大気 中 のCO,連 続 測 定 の 意義
綿 祓邦 彦(東 大 ・教 養)
20.昭和 基 地 周辺 の 湖 沼水 の モ ニ タ リン グ
村山 治太(横 浜 国大)
21,昭和 基 地 周辺 の 土 壌藻 類
秋 山 優(島 根 大 ・教 育)
22.昭和 基 地 周辺 の 土 壌 呼 吸
伊野 良夫 ・大 島康 行(早 大 ・教 育)
松 田達 郎,神 田啓 史,大 山佳 郎(極 地 研)
23.昭和 基 地 周辺 の 土 壌動 物
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大山佳邦,松 田達郎(極 地研)
24.昭和基地周辺の酵類 神田啓史(極地研)
25.大型動物による環境監視 星合孝男(極地研)
一 第2回 南極地学シンポジウム
第2回 南極地学シンポジウムが,11月13.14日の両 日
研究所の講堂で開かれた.今 回は基盤地質 と固体地球物
理を中心としたテーマでプログラムが組まれ,初 日の午
前は第20次隊が実施した人工地震観測の研究成果の報告
があり,昭和基地から内陸に70㎞間の地下構造が初めて
明らかになった,そ の報告の中で,特 に,氷下の基盤に
はその最上部に厚 さ500m～1㎞の"表層"の存在が示唆
され,初 めての試みであった人工地震観測が非常に有効
であることが明らか となった.初 日の午後 と2日 目の午
前は地質関係の発表があ り,第20次越冬隊の調査の概要
が報告された,今回,ベ ルジカ山脈の地質が初めて紹介
され,エ ンダービーランドとクイーンモードランドの地
質学上の接点 としてのベルジカ山脈の地質が解明され,
同時に調査地域の拡大が確実に進んでいることを示すも
のでもあった.一 方,約20年に亘る昭和基地付近の地質
研究の成果が見直され,複 変成作用が確実な証拠をもっ
て証明できるかどうか討論 された.こ の中で,10億年以
前の変成作用を証明するには,現在年代測定がそのキー
ポイントであ り急がねばならないことが多 くの方から指
摘された.今 回もシンポジウム常連である坪井誠太郎先
生,渡 辺武男先生が御出席になり坪井先生のきびしい質
問と岩石学に対する情熱は往年 と少しも変わらないもの
であった.そ の他,南 極OBの 立見辰雄先生がしばらく
ぶ りに顔を出されたほか,八 木健三先生も御出席にな り
盛会であった.
プ ロ グ ラ ム
1,南極宗谷海岸における人工地震観測
伊神 輝(名 大 ・理)一 ノ瀬洋一郎(東 大 ・地震研)
原田道昭(早 大 ・理)神 沼克伊(極 地研)
2,新しい船上重力計``NIPRORI"-　1型"
瀬川爾朗(東 大 ・海洋研)神 沼克伊(極 地研)
春日 隆(東 大 ・海洋研)
3.エレパス火山の活動 神沼克伊(極 地研)
R　Kyle(オ!・イオ州立大)　J.　Kienle(アラスカ大)
4.　Seasat　Altimetryデータによる南極周辺のジオイ ド
の評価 瀬川爾朗(東 大 ・海洋研)
5.　LANDSAT　画像データからみた南極の陸氷 と海氷
神沼克伊,桜 井治男(極 地研)
中田まゆみ,馬 場め ぐみ(千 葉大 ・理)
.6.かすみ岩の地質 西田民雄(佐 賀大 ・教育)
矢内桂三(極 地研)小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)
7.ホノール奥岩の地質 西田民雄(佐 賀大 ・教育)
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矢内桂三(極 地研)小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)
8.やまと山脈C群 の地質 矢内桂三(極地研)
西田民雄(佐 賀大 ・教育)小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)
9.やまと山脈A群 の深成 ・変成岩頚
浅見正雄(岡 山大 ・教養)矢 内桂三(極地研)
太田昌秀(ノ ルウェー極地研)
10.ベルジカ山脈の地質 小島秀康(秋 田大 ・鉱山)
矢内桂三(極 地研)西 田民雄(佐 賀大 ・教育)
1Lオ ングル諸島北方の地質 と地質構造
松本径夫(山 口大 ・理)西 田民雄(佐 賀大 ・教育)
矢内桂三(極地研)
12.日の出岬の角閃岩相変成岩類について
蟹沢聡史(東 北大 ・教養)矢 内桂三(極地研)
13,東南極プリンス ・オラフ海岸周辺地域の変成作用
(その1)吉 倉紳一(高 知大 ・理)
14.東南極プリンス ・オラフ海岸周辺地域の変成作用
(その2)鈴 木盛久(広 島大 ・理)
15.昭和基地周辺沿岸地域の火山活動
仲井 豊(愛 知教育大)
16.ネスオイや産のCe・Th系放射能鉱物について
松本径夫,坂 本 新(山 口大 ・理)
17.スカルビックハルゼン産スピネルについて
松本径夫(山 口大 ・理)
18.酉南極エルスワース山地における重複変形
吉田 勝(大 阪市大 ・理)
19.南極マクマード火山地域の火成活動 とSrの 同位体
組成 倉沢 一(地 質調査所)
20.フ=ラードレライ トの古地磁気
船木 実(極 地研)
討論
資源基礎調査地学第1期3か 年計画と今後の調査計画
につ い て 座長 倉沢 一(地 質調査所)
藤井理行助手平田賞受賞
去る11月1日,札幌市で開かれた日本雪氷学会秋季大
会において,同学会賞のひとつである平田賞が当研究所
雪氷学研究部門藤井理行助手に与えられた.平 田賞は我
が国の積雪研究の先駆者のひとりである故平田徳太郎博
士の名を冠したもので,特 に新進気鋭の研究者に与えら
れる.藤井助手が行ってきた 「山岳永久凍土の研究」に
対して授与されたもので,富 士山頂をは じめ,ネ パール
ヒマラヤ地域の山岳永久凍土にっいて,国 内外に発表さ
れた一連の論文が高 く評価されたためである.
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所内卓球大会開かれる
本年度のレクリェーション事業の一環として,所 内卓
球大会が10月⑳ 日から31日までの10日間にわた り昼休み
の時間を利用して行われた.
試合は,庶 務課,会 計課,事 業部 ・隊員室連合,研 究
系,資料系 ・図書室連合の5チ ームによるリーグ戦によ
り行われ,連 日白熱した試合が繰 りひろげられた.結 果
は,強 力メンバーを擁する隊員室の活躍により,事業部
・隊員室連合チームが優勝 し,準優勝研究系チーム,第
3位資料系 ・図書室連合チームであった.
今大会には,岩 山管理部長 ・平沢教授をはじめ約70名
が参加し,日 を追 う毎に応援団の声援にも力が入 り,ま
た,珍 プレー続出の試合など楽しい大会であった.
レ来 訪 者く
7月8日 　 Dr.　PONNAMPERUMA,　C　(ポナ ン ペ ル
ゥマ博 士1メ リー ラ ン ド大 学 教授)
7月15日　 Dr.　MACDOWALL,　J　(マク ド ウエ ル博:1:
:カ ナ ダ大 使 館 科 学 参 事官)
8月6日 高 嘉 彦(中 国科 学 技 術協 会 諮問 委 員)
9月5日 　 Dr.　TRESHNIKOV,　A　(トリ ヨシ;コ フ博
士:ソ 連 極 地 研 究 所 長)
9月6日 　 Dr.　JAHN,　A(ヤ ー ン博 士:ボ ー ラ ン ド,
ブ レ ス ロー 大学)
9月8日 　 Dr.　KERRY,　K　(ケリー博 士:オ ー ス ト ラ
リア 環 境 科学 者 南 極 局 次長)
9月13日　 Dr.　CHEN,　L　 (チェン博 士:プ リン ス トン
大学 プラ ズ マ物 理 研 究 所 助 教授)
9月16日　 Dr・　TAN,　B(タン 博士1フ ィ リ ッ ピン大 学)
9月29H　 Dr,　MEIER,　M　(マイ ヤ ー博 士1ア メ リ カ
地 質調 査所,国 際 水文 学 協 会 会 長)
10月2日　 Dr.　ZAITSEV,　Y (ザイ チ ェ フ 博 士:ソ 連
南 海 区生 物 研究 所)
9月24日～10月2日　 FASISKA,　B　(ファ シ ス カ:ア
メ リカ)
10月21日～10月23日　 Dr.　MELLOR.　M(メ ラ_Va:1.::
ア メ リカ寒 地 工学 研 究 所 主 任 研 究 員)
11月8日 ～11月10日　 Dr.　SALM,　B(サ ム博 士1ス イ
ス国 立 雪 なだ れ 研 究 所)
第21次隊 月例報告
〈55年9月 ・10月〉
9月は上旬に強いブ リザードがあったが,そ の後は比
較的穏やかな日が続いた.気 温は引き続き高めに経過し
日変化も大きくなった.10月も上旬と下句に大きなブリ
ザードがあった.平 均気温は平年並みとなったが前半低
く,月後半に高い推移となった.暖 かさは一段と増し,
昇温と同時に雪融けも一部始まった.
昭和基地の生活,観 測は順調に経過している.み ずほ
基地も交替したメンバーで運営されているが順調に経過
している.野外活動が増え,冬 のみずほ旅行隊は9月7
日昭和基地に帰投したが,30日には春旅行隊が例年より
半月ないし1か月早い出発をした.こ れは今後の野外調
査スケジュールを考慮してのためである.
観測報告
環境科学;9月2日 ～15日の沿岸調査旅行 で,ぬ るめ
池,舟 底池,ス カーレン大池の湖沼水サンプリングを実
施し,ス カーレン付近の水深300m～800mの6地点で海
洋生物の調査を行った.航 空機による宗谷海岸のアザラ
シセンサスを実施し、10月には リーセルラルセン半島全
域及びプリンスオラフ海岸.日 の出岬までを4フ ライ ト
実施した.また,皇 帝ペンギーの航空センサスもリーセ
ルラルセン半島で1フ ライ ト実施した.
気水圏:海 氷上の熱収支観測を拡充し,放射観測に雪中
放射の測定 も加わ り音波レーダー観測も継続している.
航空機による日射観測は4フ ライ ト,雪面形態観測は1
フライト実施した.オ ングル島周辺の氷厚測定では,1
年氷の平均厚が95c皿となった.
人工地震観測:ボ ーリング班は10月16日に昭和基地を出
発し,H231で最初のボーリングを25日に終了し,みず
ほ基地で順調にボーリング中である,また,20日に出発
した設置班の予定の作業も順調に進んだ.
設営報告
燃料消費内訳 単位:∬
レ見 学 著く
6月16日板橋区中学理科担当教員16名
9月中旬より飛行再開のための整備を始め,26日に飛
行機を組立て地上での点検を終 り,27日からテス トフラ
イ トを行い,その後氷状調査,アザラシセンサスなどを
実施,総 飛行時間48時間45分である.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　temp.)　cC)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
9月(Sep.)
-15.7
一4 .6
一27 .2
平 均 気 圧'海 面(Mean惚 惚1
)(。、)988・
10月(Oct)
-12.7
ーi ,4
一27 .9
980.5
み ずほ 基 地(Mizuho:89544)
9月(Sep.)
-38.3
一24 .4
一55.5
728.3
10月(Oct.)
-37.3
一24 .6
一54 .2
723.3
(Station　pressure)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)　1.1
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative
　　　　　　　　　　　　　　　　　humidity　(%)
平 均 風速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風速 ・10分間 平 均(Max,　wind
　 　 　 　 speed,　10・rnin　mean)　(m/s)
瞬 間 最大 風 速(Gusり(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　clear　days)
55
5.4
1.6
63
7,9 12.1 11.7
34.1(4,NE)35,0(3LENE)18.6(LESE)22.4(28,ESE)
44.0(4,NE)42.0(31,ENE)
5.2
9
7.4
3
【極地豆事典】
コウ テイ ペンギ ンの ル ッカ リー
コウ テ イ ペ ンギ ンル ッカ リー の所 在 地
口 梅 干岩 ル ッカ リー,ロ リー セル ・ラル セ ン半 島 ル ッカ
リー,●Dデ ィオ ン島 ル ッカ リー,●Tテ ー ラ ー氷 河 ル ッ
カ リー
昭 和 基 地 の 北 東 約150km,梅干 岩 付 近(68°03'S,43°
07'E)で,コ ウテ イ ペ ンギ ンの ル ッカ リーが 発 見 さ れ
た(2頁 参 照).日本 隊 と して は,1975年の リー セ ル ・ラ
ル セ ン半 島 の ル ッ カ リー に 次 い で,二 つ 日の ル ッ カ リー
で あ る.南 極 全 体 で は,8か 所 のT'ルッカ リー ら しい と
こ ろ"ま で を 含 め る と,こ れ まで に30のル ッカ リーが 知
ら れ て い る.し たが っ て,梅 干岩 ル ッカ リー は,31番 目
の ル ッカ リー とい うこ とに な る.こ の ル ッカ リーの 存 在
は,古 くか ら 予想 され て い た も ので あ る.
31のル ッカ リーの うち,デ ィオ ン島 とテ ー ラ ー氷 河 に
あ る ル ッカ リーが 陸 上 の 転 石地 帯 にあ るほ か は,す べ て
海 氷上 に形 成 され る.ふ っ う,柳 水の 麓 とか 氷 山 間 と
か,風 の 当 ら ない 場 所 が 選 ば れ る.
夏,分 散 して い た ペ ンギ ンは,秋3月 か ら4月 に か け
て 次 第 に ル ッカ リー に 集 合す る.5月 初 旬 に は産 卵 が 行
わ れ る.1番 い の 鳥 が1箇 の卵 を 生み 育 て る.雌 は産 卵
が す む と,餌 を 得 る た め に 開 水 面 を求 め て 去 る.雄 は卵
を 足 の 上 に の せ,下 腹 部 で 覆 っ て 暖 め る.平 均65日の後,
7月 中 旬,ひ な がふ 化 す る.雌 が 戻 って くる のは この 頃
で あ る.そ の 後,ひ な は約40日.親 鳥 に抱 え ら れ て 育
ち,9月 上 旬.ひ な だ け の 集 団,ク レイ シ を作 る.11月
上旬 か らは換 毛が 始 ま り,親 鳥 と似 た 姿 に な る.12月 に
な る と,ひ な も親 鳥 も入 り湿 る よ うに な るが,こ の 頃 に
な る と,ル ッカ リ門内 の ペ ンギ ン個 体 数 の 変 動 が 激 し く
な り,つ い に,年 末 には 四 散 す る.し か し,秋 に な る
と,再 び,元 の 場 所 にル ッカ リーが 形 成 され る.
現 在.南 極 全 体 の コ ウ テイ ペ ンギ ンの 個 体 数 は24～35
万 羽 とい わ れ てい る.
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